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特別記事

襲
迎
春
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告
書

　
襲
迎
春
君
よ
り
提
出
さ
れ
た
博
士
学
位
請
求
論
文
『
中
国
に
お
け

る
海
洋
法
の
理
論
と
実
践
』
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

序
章

　
第
一
節
中
国
と
海
洋
法
と
の
関
わ
り

　
第
二
節
中
国
に
お
け
る
海
洋
法
の
歴
史
的
経
緯

第
一
章
海
峡
、
湾
、
港

　
は
じ
め
に

　　　　　第　　　　第　　　　第

じ＿節じ＿節じ＿節
海
峡

中
国
と
新
し
い
国
際
海
峡
制
度
の
形
成

台
湾
海
峡
及
び
環
州
海
峡

渤
海
湾

歴
史
的
湾
と
し
て

地
理
的
湾
と
し
て

港出
入
港
と
港
内
秩
序

入
港
中
の
外
国
船
舶
の
管
轄

　
お
わ
り
に

第
二
章
　
領
海
制
度
及
び
南
沙
諸
島
問
題

　
は
じ
め
に

第　 第第

節じ＿節節

　
（
一
）

　
（
二
）

第
四
節

　
（
一
）

　
（
二
）

　
（
三
）

　
（
四
）

中
国
に
お
け
る
領
海
制
度
の
史
的
展
開

国
際
海
洋
秩
序
の
変
動
期
に
お
い
て

一
九
五
八
年
領
海
声
明

そ
の
後
の
展
開

中
国
の
現
行
領
海
制
度
1
］
九
九
二
年
領
海
及
び
接
続
水
域

法立
法
の
背
景
と
特
徴

内
容
と
問
題
点
の
検
討

南
海
諸
島
の
領
海
問
題

南
海
諸
島
の
領
有
1
そ
の
前
史
、
経
過
と
現
状

国
際
法
に
お
け
る
大
洋
群
島
の
領
海
確
定
問
題

中
国
国
内
法
の
関
連
規
定
と
学
者
の
論
述

大
洋
群
島
の
領
海
画
定
に
お
け
る
国
家
実
行
の
態
様

　
お
わ
り
に

第
三
章
　
大
陸
棚
と
排
他
的
経
済
水
域

　
は
じ
め
に

　
第
一
節
　
大
陸
棚
制
度
及
び
排
他
的
経
済
水
域
に
対
す
る
中
国
の
立
場

　
　
（
一
）
　
大
陸
棚
制
度
に
対
す
る
中
国
の
立
場

　
　
（
二
）
　
排
他
的
経
済
水
域
制
度
に
対
す
る
中
国
の
立
場

　
第
二
節
海
域
境
界
画
定
問
題
に
お
け
る
中
国
の
立
場
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（
一
）
　
中
国
と
近
隣
諸
国
と
の
海
域
境
界
画
定
問
題

　
　
（
二
）
　
海
域
境
界
画
定
問
題
に
関
す
る
中
日
問
の
法
的
対
立
及
び
解

　
　
　
　
決
策
の
展
望

　
第
三
節
漁
業
問
題

　
　
（
一
）
中
国
漁
業
の
現
状

　
　
（
二
）
　
中
日
漁
業
問
題

　
お
わ
り
に

第
四
章
　
中
国
と
深
海
底
問
題

　
は
じ
め
に

第
一
節

第
二
節

第
三
節

第
四
節

　
（
一
）

　
（
二
）

深
海
底
制
度
に
対
す
る
中
国
の
立
場

一
九
八
二
年
国
連
海
洋
法
条
約
成
立
後
の
動
き

国
際
海
底
機
構
の
成
立
と
そ
の
後
の
活
動

先
行
投
資
者
と
し
て
の
中
国

先
行
投
資
者
に
な
る
ま
で

先
行
投
資
者
と
し
て
の
探
査
活
動

　
お
わ
り
に

結
び
に
か
え
て

　
襲
迎
春
君
が
本
論
文
で
取
り
あ
げ
た
海
洋
法
に
関
す
る
中
国
の
対

応
に
つ
い
て
は
、
序
章
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
国
際
法
の
研
究
自

体
が
遅
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
文
化
大
革
命
で
の
停
滞
、
中
断
の
の
ち

に
、
一
九
八
O
年
代
に
転
機
が
訪
れ
た
と
い
う
視
点
か
ら
分
析
を
行

な
っ
て
い
る
。

　
第
一
章
に
お
い
て
は
、
海
峡
、
湾
、
港
の
問
題
を
取
り
あ
げ
て
い

る
。
中
国
は
国
連
海
洋
法
会
議
へ
の
参
加
を
、
第
三
世
界
を
主
体
と

す
る
中
小
国
の
米
ソ
の
海
洋
覇
権
主
義
に
対
す
る
闘
争
と
位
置
づ
け
、

例
え
ば
、
中
国
の
領
海
に
国
際
航
行
に
使
用
さ
れ
る
海
峡
が
存
在
し

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
交
渉
に
積
極
的
に
関
与
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
一
九
七
五
年
以
降
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
束
縛
か
ら
の
脱

皮
を
試
み
、
現
実
主
義
的
な
外
交
政
策
へ
移
行
し
よ
う
と
し
て
い
る

と
解
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
台
湾
海
峡
に
関
し
て
は

排
他
的
経
済
水
域
の
問
題
と
し
て
そ
の
軍
事
的
利
用
に
つ
い
て
、
ま

た
、
現
州
海
峡
に
つ
い
て
は
内
水
と
し
て
の
取
り
扱
い
を
論
じ
て
い

る
。　

湾
と
の
関
連
で
は
、
渤
海
湾
は
歴
史
的
水
域
と
し
て
認
め
ら
れ
て

お
り
、
ま
た
、
一
九
八
二
年
の
国
連
海
洋
法
条
約
の
地
理
的
基
準
を

適
用
し
て
も
湾
と
さ
れ
る
区
域
で
あ
る
と
す
る
。
海
港
に
つ
い
て
は

一
般
条
約
が
作
成
さ
れ
て
い
る
が
中
国
は
当
該
条
約
の
当
事
国
で
は

な
い
こ
と
か
ら
、
二
国
問
の
通
商
航
海
条
約
、
ま
た
は
、
中
国
の
許

可
を
得
て
利
用
が
可
能
に
な
る
。
現
在
対
外
的
に
開
放
さ
れ
た
貿
易

港
の
数
は
一
三
〇
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
港
湾
に
関
連
す
る
国
際
法

上
の
問
題
に
は
、
入
港
中
の
船
舶
に
対
す
る
管
轄
権
に
つ
い
て
、
英

米
主
義
と
フ
ラ
ン
ス
主
義
の
対
立
が
存
在
す
る
が
、
中
国
の
主
張
は
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英
米
主
義
の
立
場
を
採
用
し
て
い
る
も
の
と
分
析
し
て
い
る
。

　
中
国
の
港
に
関
す
る
法
制
度
に
つ
い
て
、
多
く
の
国
内
法
令
を
国

際
条
約
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
考
察
し
、
基
本
的
に
は
国
際
法
の
一
般

理
論
な
い
し
主
要
国
の
実
践
と
は
特
に
異
な
ら
ず
、
妥
当
な
も
の
で

あ
る
と
の
判
断
を
下
し
て
い
る
。

　
第
二
章
で
は
領
海
制
度
お
よ
び
南
沙
諸
島
問
題
を
取
り
あ
げ
て
い

る
。
こ
こ
で
は
、
一
九
九
二
年
二
月
二
五
日
の
中
華
人
民
共
和
国
領

海
及
び
接
続
水
域
法
制
定
を
中
心
に
、
そ
れ
に
至
る
ま
で
の
実
行
と

そ
れ
以
降
の
実
践
と
を
考
察
し
て
い
る
。

　
一
九
二
九
年
か
ら
一
九
三
一
年
に
か
け
て
、
中
国
沿
岸
に
お
け
る

日
本
漁
民
と
中
国
漁
民
と
の
衝
突
と
い
う
事
態
か
ら
、
中
国
国
内
で

は
領
海
を
＝
一
カ
イ
リ
に
す
べ
き
と
い
う
提
案
が
軍
お
よ
び
漁
業
関

係
者
か
ら
提
起
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
三
〇
年
の
ハ
ー
グ

法
典
編
纂
会
議
で
は
欧
米
諸
国
の
主
張
で
あ
る
領
海
三
カ
イ
リ
の
立

場
に
賛
意
を
表
明
し
て
い
た
。
ま
た
、
一
九
三
一
年
に
「
領
海
三
海

里
令
」
が
採
択
さ
れ
、
領
海
の
幅
員
は
三
カ
イ
リ
と
さ
れ
た
。

　
一
九
五
八
年
の
い
わ
ゆ
る
「
台
湾
海
峡
危
機
」
に
「
領
海
に
関
す

る
声
明
」
が
公
表
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
領
海
の
幅
を
一
ニ
カ
イ
リ
と

す
る
こ
と
、
軍
艦
の
無
害
通
航
に
つ
い
て
の
事
前
許
可
制
、
直
線
基

線
の
採
用
、
台
湾
等
へ
の
領
域
主
権
の
再
確
認
、
が
宣
言
さ
れ
た
。

特
に
外
国
軍
艦
の
領
海
通
航
に
対
し
て
は
、
事
前
の
許
可
あ
る
い
は

事
前
の
通
告
を
国
内
法
に
よ
り
要
求
し
う
る
と
の
立
場
を
一
貫
し
て

採
用
し
て
来
て
お
り
、
一
九
九
二
年
の
領
海
法
に
お
い
て
も
事
前
の

許
可
に
よ
る
外
国
軍
艦
の
領
海
通
航
制
度
を
維
持
し
て
い
る
。

　
一
九
九
二
年
の
領
海
法
で
は
、
さ
ら
に
、
領
海
の
法
的
地
位
、
接

続
水
域
の
範
囲
、
沿
岸
国
の
法
令
制
定
権
、
継
続
追
跡
権
等
の
制
度

に
つ
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
襲
君
は
こ
れ
ら
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ

い
て
の
詳
細
な
分
析
を
、
条
約
の
解
釈
、
他
国
と
の
比
較
を
し
な
が

ら
行
っ
て
い
る
。

　
中
国
の
実
行
が
他
国
の
状
況
を
考
慮
し
つ
つ
現
実
的
な
も
の
と
し

て
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
中
国
の
海
洋
法
に
関
す
る
実
行
が
国
際

法
上
の
法
的
問
題
を
原
則
と
し
て
考
慮
し
な
が
ら
な
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
接
続
水
域
に
関
連
し
て
、
中
国
の

領
海
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
接
続
水
域
で
の
管
轄
権
行
使
の
範
囲
が

国
連
海
洋
法
条
約
の
規
定
と
厳
格
に
照
合
す
る
と
条
約
規
定
と
は
異

な
る
部
分
が
あ
り
う
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

指
摘
は
、
襲
君
が
中
国
政
府
の
立
場
を
す
べ
て
容
認
す
る
と
い
う
の

で
は
な
く
、
国
際
法
の
観
点
か
ら
慎
重
に
検
討
を
し
て
い
る
こ
と
の

表
れ
と
解
さ
れ
る
。

　
中
国
の
領
土
帰
属
を
め
ぐ
る
問
題
と
し
て
、
東
沙
、
西
沙
、
中
沙
、

南
沙
の
諸
群
島
か
ら
な
る
南
海
諸
島
が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
論
文
で
は
、
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こ
の
紛
争
は
戦
略
的
利
益
、
石
油
資
本
、
中
国
と
米
国
と
の
関
係
、

中
国
と
A
S
E
A
N
諸
国
と
の
関
係
な
ど
の
多
様
な
要
因
に
左
右
さ

れ
る
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
、
海
洋
法
に
お
け
る
領
海
制
度
と
い
う

観
点
か
ら
の
み
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
南
海
諸
島
の
領
有
権
紛
争
を

歴
史
的
に
考
察
し
な
が
ら
、
海
洋
法
の
特
に
大
洋
群
島
に
関
す
る
領

海
画
定
の
問
題
に
限
定
を
し
て
論
を
進
め
て
い
る
。

　
中
国
国
内
に
お
い
て
は
、
西
沙
群
島
以
外
の
南
海
群
島
の
領
海
画

定
に
つ
い
て
、
様
々
な
主
張
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
群
島
水
域

制
度
が
適
用
さ
れ
る
と
い
う
主
張
に
対
し
て
、
襲
君
は
現
行
の
国
連

海
洋
法
条
約
の
規
定
か
ら
は
、
群
島
国
以
外
の
国
へ
の
適
用
は
成
文

法
上
根
拠
が
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
の
他
に
地
理
的
な
特
徴
に
注
目

し
て
南
海
の
諸
群
島
を
小
さ
な
群
島
に
分
割
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
領
海

を
画
定
す
る
と
い
う
提
案
、
あ
る
い
は
、
歴
史
的
権
原
の
観
点
か
ら

中
国
の
南
海
群
島
に
対
す
る
歴
史
的
権
原
を
主
張
す
る
立
場
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
考
え
方
に
つ
い
て
、
時
際
法
の
適
用
お
よ

び
時
効
原
則
の
不
適
用
を
主
張
し
、
そ
れ
と
と
も
に
他
国
の
実
行
を

検
討
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
検
討
を
通
じ
て
、
領
土
紛
争
を
解
決
す
る
た
め
に
は
法

的
に
厳
密
な
検
証
に
加
え
て
外
交
的
な
知
恵
と
努
力
と
が
必
要
と
さ

れ
る
こ
と
、
ま
た
、
係
争
国
に
よ
る
政
治
的
解
決
策
の
模
索
が
必
要

と
な
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

　
第
三
章
に
お
い
て
は
、
海
洋
法
の
分
野
で
大
き
な
問
題
の
ひ
と
つ

と
さ
れ
る
大
陸
棚
と
排
他
的
経
済
水
域
の
制
度
を
取
り
あ
げ
て
い
る
。

　
排
他
的
経
済
水
域
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
特
別
な
制
度
と
捉
え
た

う
え
で
、
さ
ら
に
そ
の
上
空
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
か
と

い
う
問
題
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
二
〇
〇
一
年
四
月
に
起
き
た
米
中

軍
用
機
接
触
事
件
に
関
連
し
て
、
こ
こ
に
は
飛
行
規
制
の
問
題
で
は

な
く
排
他
的
経
済
水
域
上
空
の
法
的
地
位
あ
る
い
は
そ
こ
で
の
他
国

の
軍
事
活
動
の
適
法
性
と
い
う
本
質
的
な
問
題
が
存
在
す
る
と
考
え

て
い
る
。

　
近
隣
諸
国
と
の
海
洋
境
界
の
画
定
問
題
に
つ
い
て
、
中
国
は
多
く

の
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
例
に
言
及
し
た
上
で
、
日

本
と
中
国
と
の
法
的
対
立
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。
中
国
の
立
場
は

大
陸
棚
の
境
界
画
定
は
、
国
際
法
に
基
づ
い
て
、
衡
平
原
則
に
従
い
、

協
議
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
、
こ
れ
は
同
国
の
国
内
法
に
よ
っ
て
も
規

定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
日
本
の
立
場
は
、
国
内
法
に
お
い

て
衡
平
原
則
に
は
言
及
せ
ず
、
中
間
線
・
特
別
事
情
と
い
う
こ
と
も

反
映
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
日
本
は
恐
ら
く
協
議
の
最
初
の
段
階

か
ら
中
間
線
を
暫
定
的
に
適
用
し
、
そ
の
後
に
こ
の
中
間
線
を
ど
こ

ま
で
修
正
す
る
か
と
い
う
こ
と
と
な
り
、
特
別
事
情
は
例
外
で
、
挙

証
責
任
は
例
外
を
主
張
す
る
側
に
あ
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
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と
分
析
し
て
い
る
。

　
こ
の
日
本
の
立
場
に
対
し
て
、
世
界
で
行
わ
れ
て
い
る
境
界
画
定

の
実
行
を
考
慮
し
て
事
前
の
合
意
が
な
け
れ
ば
中
間
線
を
自
動
的
、

強
制
的
に
適
用
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
と
す
る
。

　
次
に
、
排
他
的
経
済
水
域
と
大
陸
棚
の
両
者
の
法
制
度
が
ど
の
よ

う
な
関
係
に
置
か
れ
る
の
か
に
つ
い
て
、
日
本
の
大
陸
棚
制
度
は
排

他
的
経
済
水
域
に
よ
っ
て
吸
収
さ
れ
た
と
い
う
主
張
を
検
討
し
て
い

る
。
こ
の
吸
収
論
あ
る
い
は
一
元
論
に
対
し
て
は
、
両
制
度
の
排
他

性
、
属
地
性
の
差
異
、
両
者
が
別
個
独
立
の
制
度
で
あ
る
こ
と
、
異

な
る
境
界
を
用
い
た
事
例
が
存
在
す
る
こ
と
、
単
一
の
境
界
線
を
採

用
し
た
と
し
て
も
一
元
化
の
必
然
性
を
示
す
も
の
で
は
な
い
こ
と
、

両
制
度
に
お
け
る
「
衡
平
」
が
必
ず
し
も
同
一
で
は
な
い
こ
と
、
を

理
由
と
し
て
反
対
の
立
場
を
採
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
東
海
（
国
霧
辞
O
匡
き
ω
＄
）
の
大
陸
棚
お
よ
び
排
他

的
経
済
水
域
の
境
界
画
定
に
お
け
る
「
関
連
事
情
」
と
さ
れ
る
要
因

に
つ
い
て
を
考
察
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
第
一
に
沖
縄
海
溝
の
存

在
が
大
き
な
意
味
を
有
す
る
が
、
判
断
基
準
と
判
断
主
体
、
ま
た
、

国
際
判
例
の
欠
如
と
い
う
問
題
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
第
二
に
比
例

性
を
考
慮
し
、
中
国
大
陸
の
関
連
す
る
海
岸
線
と
日
本
の
琉
球
列
島

が
保
有
す
る
海
岸
線
の
長
さ
の
比
は
お
よ
そ
六
四
対
三
六
で
あ
り
、

こ
れ
を
境
界
画
定
の
際
に
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
第
三
に
資

源
お
よ
び
人
口
を
境
界
画
定
の
関
連
事
情
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
で

き
る
か
否
か
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
資
源
に
は
漁
業
資
源
お
よ
び
海

底
鉱
物
資
源
が
含
ま
れ
、
ま
た
、
人
口
に
つ
い
て
は
中
国
大
陸
の
沿

岸
の
人
口
と
日
本
の
琉
球
列
島
の
人
口
と
に
言
及
し
、
人
口
と
資
源

の
依
存
関
係
か
ら
の
検
討
の
重
要
性
に
言
及
し
て
い
る
。
第
四
に
海

洋
の
境
界
画
定
に
お
い
て
島
の
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
が
検
討
さ
れ

て
い
る
。
特
に
、
中
国
と
日
本
が
領
有
権
を
争
っ
て
い
る
釣
魚
島
諸

島
（
尖
閣
諸
島
）
に
関
し
て
、
領
有
権
そ
の
も
の
で
は
な
く
こ
れ
ら

の
島
を
境
界
画
定
の
脈
絡
に
お
い
て
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の

上
で
、
境
界
画
定
に
お
い
て
は
こ
れ
ら
の
島
の
存
在
を
無
視
す
る
こ

と
が
こ
れ
ま
で
の
国
際
判
例
、
諸
国
の
実
行
に
照
ら
し
て
も
適
正
で

あ
る
と
の
結
論
に
至
っ
て
い
る
。

　
最
後
に
、
東
海
の
境
界
画
定
問
題
に
つ
い
て
、
共
同
開
発
方
式
あ

る
い
は
国
連
海
洋
法
条
約
に
よ
る
紛
争
解
決
制
度
が
機
能
し
な
い
と

判
断
し
た
上
で
、
こ
れ
を
東
ア
ジ
ア
で
の
国
際
法
に
基
づ
く
地
域
的

な
紛
争
解
決
手
続
の
設
立
に
よ
っ
て
解
決
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と

し
て
い
る
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
国
連
海
洋
法
条
約
の
空
白
を
埋
め

る
も
の
で
あ
る
べ
き
と
述
べ
て
い
る
。

　
第
三
章
の
第
三
節
で
は
、
漁
業
問
題
を
取
り
あ
げ
て
い
る
。
こ
こ

で
は
中
国
と
日
本
の
漁
業
問
題
に
限
定
し
、
歴
史
的
に
は
三
つ
の
時

代
に
区
分
す
る
。
一
九
世
紀
末
か
ら
一
九
四
九
年
ま
で
の
時
代
に
は
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戦
争
と
乱
獲
に
よ
り
中
国
近
海
漁
場
の
資
源
が
枯
渇
の
危
機
に
瀕
し

て
い
た
と
す
る
。
一
九
四
九
年
か
ら
一
九
七
五
年
の
漁
業
協
定
締
結

ま
で
の
期
間
に
お
い
て
は
、
中
国
の
設
定
し
た
底
引
き
網
漁
船
操
業

禁
止
水
域
、
軍
事
警
戒
水
域
、
軍
事
航
行
水
域
、
軍
事
作
戦
水
域
が

間
題
と
さ
れ
て
い
る
。
当
時
、
日
本
と
中
華
人
民
共
和
国
政
府
と
の

問
に
は
正
式
な
外
交
関
係
が
存
在
し
て
お
ら
ず
、
漁
業
協
会
の
間
で

民
間
レ
ベ
ル
で
の
漁
業
協
定
が
一
九
五
五
年
に
結
ば
れ
た
際
に
、
日

本
側
が
こ
れ
ら
の
水
域
に
対
す
る
見
解
を
表
明
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
合
意
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
中
間
の
関
係
が
悪
化
し
た
こ
と
を

受
け
て
、
一
九
五
八
年
以
降
一
九
六
三
年
ま
で
協
定
の
更
新
は
な
さ

れ
な
か
っ
た
。
一
九
六
三
年
の
関
係
改
善
に
と
も
な
い
、
一
九
六
五

年
に
新
た
な
協
定
が
発
効
し
た
が
、
そ
の
後
も
一
九
七
五
年
ま
で
は

日
本
と
中
国
の
政
治
的
関
係
に
漁
業
問
題
が
左
右
さ
れ
た
、
と
指
摘

し
て
い
る
。
一
九
七
五
年
に
政
府
間
の
漁
業
協
定
が
締
結
さ
れ
、
旗

国
主
義
に
基
づ
く
取
締
り
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
協
定
は
一
九
九
〇
年

代
ま
で
更
新
さ
れ
た
が
、
一
九
九
六
年
に
両
国
が
国
連
海
洋
法
条
約

を
批
准
し
て
排
他
的
経
済
水
域
を
設
定
し
た
た
め
、
一
九
九
七
年
一

一
月
に
新
し
い
政
府
間
の
漁
業
協
定
が
署
名
さ
れ
、
二
〇
〇
〇
年
六

月
に
発
効
し
た
。
こ
の
新
協
定
に
関
し
て
は
そ
の
適
用
範
囲
、
漁
業

制
度
に
特
徴
が
あ
る
。

　
適
用
範
囲
は
第
一
条
に
よ
り
両
国
の
排
他
的
経
済
水
域
と
さ
れ
て

い
る
が
、
第
六
条
に
よ
り
二
つ
の
協
定
外
水
域
が
、
ま
た
、
二
〇
〇

〇
年
二
月
の
閣
僚
会
議
に
よ
り
中
間
水
域
が
設
定
さ
れ
、
協
定
水
域

と
は
異
な
る
漁
業
制
度
を
設
け
て
い
る
。
排
他
的
経
済
水
域
で
は
沿

岸
国
が
権
限
を
有
す
る
が
、
暫
定
措
置
水
域
お
よ
び
中
問
水
域
で
は

旗
国
主
義
が
適
用
さ
れ
、
以
南
水
域
で
は
既
存
の
漁
業
秩
序
を
維
持

す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
三
つ
の
協
定
外
水
域
が
日
本
と
中
国
と
の
間
で
排
他

的
経
済
水
域
の
境
界
画
定
に
合
意
で
き
な
い
た
め
に
設
定
さ
れ
た
水

域
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
つ
つ
、
こ
れ
ら
三
つ
の
水
域
の
法
的
性
格

を
検
討
し
て
い
る
。
特
に
釣
魚
島
諸
島
（
尖
閣
諸
島
）
を
含
む
水
域

に
つ
い
て
は
、
第
三
国
の
漁
船
が
操
業
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
の

か
、
ま
た
漁
業
以
外
の
事
項
に
つ
い
て
の
管
轄
権
を
両
国
が
及
ぽ
す

場
合
に
抵
触
の
問
題
が
起
き
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
考
察
を
踏
ま
え
て
、
中
国
と
日
本
と
の
間
の
境
界

画
定
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
中
国
は
中
間
線
を
排
除
し
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
日
本
側
の
柔
軟
な
対
応
に
依
存
し
て
い
る
と
す
る
。
ま

た
、
黄
海
、
束
海
に
お
け
る
地
域
的
協
力
機
関
の
設
立
に
言
及
し
て

い
る
。

　
第
四
章
で
は
中
国
と
深
海
底
制
度
の
関
係
を
論
じ
て
い
る
。
深
海

底
の
資
源
を
「
人
類
の
共
同
の
財
産
」
と
位
置
づ
け
た
一
九
八
二
年
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の
国
連
海
洋
法
条
約
第
一
一
部
を
め
ぐ
る
中
国
の
動
向
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
先
行
投
資
者
と
し
て
中
国
が
実
際
に
行
っ
て
い
る
探
査

活
動
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
中
国
大
洋
鉱
産
資
源
研
究
開
発
協
会

（
〇
三
口
曽
O
O
①
㊤
口
ζ
ぎ
O
円
巴
勾
①
ω
O
⊆
H
O
①
ω
菊
Φ
ω
の
曽
『
O
『
鋤
5
α
O
O
＜
①
一
－

8
ヨ
①
旨
》
誘
○
含
象
δ
冥
O
O
勾
言
＞
）
が
設
立
さ
れ
、
中
国
は
保

証
国
と
な
っ
て
お
り
、
同
協
会
と
国
際
海
底
機
構
と
の
間
に
一
五
年

間
を
有
効
期
間
と
す
る
探
査
契
約
を
二
〇
〇
一
年
五
月
に
結
ん
で
い

る
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
中
国
が
深
海
底
に
つ
い
て
有
し
て
い
る
関
心

を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
従
来
考
え
ら
れ
て
い
た
多
金
属
団
塊
の
み

な
ら
ず
、
熱
水
鉱
床
、
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
等
の
新
し
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
つ
い
て
も
開
発
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
国
際
海
底
機
構
に
お
け
る
最
新
の
問
題
点
に
つ
い
て

も
丁
寧
に
取
り
あ
げ
て
い
る
。

　
最
後
に
、
中
国
に
お
い
て
生
じ
て
き
た
様
々
な
海
洋
法
と
の
係
わ

り
合
い
を
分
析
す
る
こ
と
か
ら
、
中
国
が
平
和
的
手
段
で
国
際
法
に

基
づ
い
て
協
議
に
よ
り
間
題
を
解
決
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
強

調
す
る
。
今
後
は
中
国
が
法
的
主
張
を
多
く
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

そ
れ
は
感
情
論
で
相
手
国
を
攻
撃
す
る
こ
と
よ
り
も
、
問
題
解
決
に

と
っ
て
は
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
。

　
以
上
、
襲
君
の
論
文
の
構
成
に
従
っ
て
そ
の
内
容
を
紹
介
し
た
。

本
論
文
は
中
国
語
を
母
国
語
と
す
る
同
君
が
中
国
の
国
際
法
実
行
の

な
か
で
も
海
洋
法
に
焦
点
を
あ
て
て
、
そ
の
理
論
的
側
面
と
実
行
よ

り
生
じ
て
く
る
諸
問
題
と
を
詳
細
に
検
討
し
て
日
本
語
で
著
し
て
い

る
点
を
高
く
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
、
日
本
語
の
文

献
を
通
じ
て
日
本
の
実
行
を
検
討
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
海
洋
法
の

理
解
の
た
め
に
英
文
の
資
料
を
参
照
し
て
自
ら
の
主
張
を
検
証
し
て

い
る
こ
と
は
、
論
文
の
中
で
一
貫
し
た
姿
勢
で
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
こ
で
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
海
洋
法
の
諸
問
題
は
、
国

連
海
洋
法
条
約
の
規
範
と
し
て
成
立
し
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
の
解

釈
、
適
用
の
場
面
で
は
各
国
の
立
場
が
異
な
っ
て
い
る
問
題
を
含
ん

で
い
る
。
中
国
の
実
行
が
紹
介
さ
れ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
規
範
の

解
釈
、
適
用
の
み
な
ら
ず
、
慣
習
法
の
成
立
と
い
う
観
点
か
ら
も
注

目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
本
論
文
に
つ
い
て
の
課
題
が
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
海
洋
法
の
対
象
が
広
範
囲
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
全
体
を

論
ず
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
本
論
文
で
も
そ
の
う
ち
の
一
部
を
取

り
あ
げ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
各
国
で
関
心
領
域
が
異
な
る

こ
と
も
あ
り
、
襲
君
が
い
く
つ
か
の
分
野
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
こ

と
は
肯
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
中
国
の
海
洋
法
に
関
す
る
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実
行
が
広
く
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
は
、
今
後
の
研
究
の
な
か

で
、
海
洋
法
の
他
の
分
野
で
の
中
国
の
実
行
を
も
紹
介
し
、
そ
の
中

で
の
相
互
の
関
係
を
描
き
だ
し
て
ゆ
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
例
え
ば
、

排
他
的
経
済
水
域
を
契
機
と
し
て
発
展
し
た
海
洋
環
境
の
保
護
お
よ

び
海
洋
科
学
調
査
が
そ
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
更
に
、
深
海

底
に
お
け
る
中
国
の
実
行
は
ま
さ
に
現
代
中
国
の
現
実
主
義
へ
の
転

換
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
背
後
に
あ
る
思
想
の
分
析
も

残
さ
れ
た
論
点
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
用
語
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
「
海
洋
権
」
と
い

う
語
は
日
本
と
中
国
で
の
使
用
法
の
違
い
か
ら
出
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
れ
は
単
に
用
語
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
指
し

示
す
概
念
お
よ
び
そ
の
理
解
が
中
国
と
日
本
と
で
ど
の
よ
う
に
異
な

っ
て
い
る
の
か
を
今
後
検
討
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
中

国
語
と
日
本
語
、
そ
し
て
英
語
に
明
る
い
聾
君
を
し
て
初
め
て
可
能

な
作
業
と
期
待
さ
れ
る
。

え
、
襲
迎
春
君
に
博
士
（
法
学
）
（
慶
慮
義
塾
大
学
）

与
す
る
の
が
適
当
で
あ
る
と
判
断
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
〇
〇
三
年
二
月
一
九
日

主
査

副副
査査

慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
法
学
博
士

慶
鷹
義
塾
大
学
名
誉
教
授

法
　
　
学
　
　
博
　
　
士

清
和
大
学
法
学
部
教
授

の
学
位
を
授

大
森
　
正
仁

青栗
木林
　忠
隆男
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こ
の
よ
う
な
課
題
を
有
し
て
い
る
と
は
い
え
、
襲
迎
春
君
よ
り
提

出
さ
れ
た
本
論
文
は
中
国
の
海
洋
法
に
関
し
て
生
じ
て
き
て
い
る
諸

問
題
の
理
論
的
側
面
と
そ
の
実
践
の
詳
細
な
分
析
を
行
う
も
の
で
あ

り
、
同
君
の
優
れ
た
研
究
能
力
を
示
し
て
い
る
。
審
査
員
一
同
は
、

本
論
文
が
国
際
法
の
観
点
か
ら
高
く
評
価
し
う
る
も
の
で
あ
る
と
考


